
令和４年度和歌山県攻めの農業実践支援事業
農業法人秋津野ゆいを中心にスマート農機でも使用可能なように廃園を復活
廃園を復活させ苗木を植えてもその後５年以上、栽培管理費の大きな支出が続く

耕作放棄地を梅畑へ再生49a（上秋津下佐向２６１－４）

スマート農業対応



梅畑に再生した園地の栽培管理

上秋津下畑4110（33a) 収益が見込まれるまであと３年はかかる

園地再生後、何年にもわたる栽培管理や投下費用の負担も非常に大きい

秋津野ゆいが５年前に自力復活させた秋津川園地

令和5年度農村RMO事業で管理費の支援を頂く

スマート農業対応



農業機械レンタル事業で農家の負担を軽く
高価な農業機械を地域内でレンタルするため、
秋津野RMO参加組織と上秋津中山間委員会が連携。

• 農業法人㈱秋津野ゆいは、所有の農機の提供と整備
• 上秋津中山間委員会（上秋津集落協定）が中山間地域等直接支払交付金
制度の生産性向上加算交付金を活用

• 農業法人㈱秋津野がレンタル事業の窓口受付業務

連

携

歩行型大型シュレッダー歩行型フリーハンマーモアー

スマート農機も貸し出す

ポスト実証
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ポスト実証



泊食分離型農村ワーキングホリデー（援農）制度
上秋津地区では農村ワーキングホリデー（援農）は13年前から続けられてい
たが、ワーキングホリデー参加者の負担と農家側の負担が問題で利用者は
伸びなかった

秋津野RMO参加組織と上秋津中山間委員会が連携。

• 上秋津中山間委員会（上秋津集落協定）が中山間地域等直接支払交付金制度
の集落機能強化加算交付金を活用。

• 農業法人㈱秋津野が参加者と農家のマッチング作業と食事、宿泊場所の提供

農業支援仕組み



終わり

ご清聴ありがとうございました

上秋津のスマート農業実証プロジェクトへの取り組み

株式会社秋津野 木村則夫通常版


